
巻顔言  

技術力  
調査理事 柳川 隆之  

我が国の電子産業は生産高がGホ貯の約6％に逢する基幹産菜ぶなってい  

る．これを支える主要な柱の一つが技術であり，種々の分野でこれまでの働手  

本で満った放水を曖無し牢といわれている．ただ．人的・資金的リソースの限  

界が問趨祝されつつあるいま，生産性といテ考見方が重要ヒなるが，我が国の  

技術者の生産性が本当に他国よ抱高いのかというと一考の余地があるよう二に思  

われる．   

技術の生産性にはマネジメントや支援ウールめ影響も大善いが，鍵を握るの  

は個々の捜街着の能力である．我が国職者，掛こ企業に飽ける技術者は自  

分の瑚への帰帝京強が強く，自己濠抑えせも朋紛た捌こ力を合わせること  

ができた．こうした我が国め集団凋向翰な特熟ま製造面で大きな力と疎り，産  

業の発展に貢献してきたことはよく知られている・一方一個人主義め鱒い欧半  

では捷術者頑竜郷くの蜜ま磨くまで海自分のためという考え方が基本に為軋この  

ことi瑚構内での鱒術の寄掛こ隋騙を扱げかけるちのの，問々の鏡術都こは頼  

る捌ま自分しかいないというプロの厳しさを要求する．   

昨今で障我が国でも自己を主張する気風が強まぅでおり．現在はちょうど集  

団指向と偶人指向の考え方が漉在している時和こある．自己を主張するの妹大  

変結構であり，時代の趨勢として今後も強まる何問にあろう．こめ両方め考え  

方†こ峰それぞれ長所と短所があれ雨音の長所がうまく組風合わさって発揮さ  

れることを百指すゎが望ましい．ここで草野寧の韓伸Å主義申長覿は技術者各  

Åの捜磁力向上の琴カに伴って発揮されるもわであるということでぁる．   

そこで一つ懸念され轟現象は，技術者愚持つ技術の瞬とも－う点で．現在で絨，  

必ずしも如l国ぬ操位牲が書張できノなくなってきでt鳩ので妹呑いかというこ  

とである・楓えば．国原資誇の鱒文憑尊書換金で政策の賓酌も栢の即、綾術分  

野！＝わたりつっこんだ論評を加える捌こ感心させられる．また，枝痢の打合せ  

に艶味する人数が先方より参政拓なることが読まある．電子システムが巨大化  

複雑化する申できり、短期月那こ塵晶盈世にぬしそいくためにIも個々の壊鱒脊の  

按術の幅を広げること軋 ますます重要な課犀でぁる．欧米碍捜鱒老の輌の  

鏑ゐ広さは，細入ペースの厳しl噸争社会の申で時代の要求に応え．よ匂よい  

ポジションを翻しようというプロ革議の→つぬ現れと考える桝まあながち貰  

い複りで紘政かろう．   

電子穣楯の総藩学食である本会拝金諸や多方南にわたる研究威環の発表を適  

じて禽員の皆様が悔広い技術に触れる節会を提供すること孝吉で塵る．この特長  

を慢鍾、が横極如こ滴用していただければ率いであ軋   
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